
は じ め に 

 

近年、都市化や少子高齢化に加えて、グローバル化の進展や絶え間ないデジタル技術

の革新などにより社会環境や生活環境は急激に変化し、それに伴い児童生徒の健康課題

も多様化、複雑化しています。このような健康課題の解決を図るためにも、学校におけ

る健康教育は重要な役割を担っています。 

また、新型コロナウイルス感染症については、その対応の長期化とともに、新たな変

異株の出現など、いまだ予断を許さない状況が続いており、各学校においては、持続的

に児童生徒の学びを保証するため、感染防止に配慮しながらの教育活動など、お忙しい

日々をお過ごしのことと拝察いたします。 

がんについては、生涯のうち二人に一人がかかるといわれる中、がんそのものの理解

やがん患者に対する正しい認識を深める教育は、まだまだ不十分であり課題であると指

摘されております。この課題解決のためには、学校教育を通じて、がんについて学ぶこ

とにより、健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることがで

きる児童生徒を育成することが必要です。 

また、埼玉県がん対策推進条例が平成２５年１２月２４日に公布・施行され、その中

でも、県は、学校において、がんの予防の推進を図るため、児童生徒ががんに関する正

しい知識について理解を深めるための教育に関する施策を講ずるものとされており、学

校における健康教育において、がんを取り上げた教育を推進することは、大変重要であ

ると考えます。 

さらに、学習指導要領の改訂に伴い、中学校及び高等学校においては、新たにがんに

ついても取り扱うことが明記されたことからも、新学習指導要領に対応したがん教育の

普及・啓発が必要となりました。 

こうした中、埼玉県教育委員会では平成２７年度から、文部科学省の委託事業を受け、

「がん教育総合支援事業」を実施しております。 

具体的な取組としては、学識経験者、がん専門医、がん経験者を含めた「がん教育推

進連絡協議会」を立ち上げ、本県のがん教育の推進に向けた指導・助言をいただきなが

ら、主に教職員を対象とした「がん教育指導者研修会」や小学校・中学校・高等学校の

モデル校における「がん教育授業研究会」を開催いたしました。 

 本報告書は、「がん教育総合支援事業」における令和３年度の取組の概要や成果等につ

いてまとめております。すべての学校において、掲載しております指導実践例等を活用

していただき、教職員の共通理解の下、家庭や地域の専門機関等と連携を図りながら、

がん教育の充実が図られることを期待しております。 

 結びに、本事業の円滑な推進に御尽力いただきました、一般社団法人埼玉県医師会、

埼玉県公立小学校校長会、埼玉県中学校長会、埼玉県高等学校長協会、さらには授業を

御提供くださいました草加市教育委員会、草加市立八幡小学校、加須市教育委員会、加

須市立加須平成中学校、県立北本高等学校をはじめ各関係機関、団体の皆様に深く感謝

申し上げ、御礼とさせていただきます。 

 

令和４年２月 

 

     埼玉県教育局県立学校部保健体育課長 

     松中 直司 
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Ⅰ 令和３年度 埼玉県「がん教育総合支援事業」について 

１ 趣 旨 

平成 28年 12月に改正されたがん対策基本法第 23条では、「国及び地方公共団体は、

国民が、がんに関する知識及びがん患者に関する理解を深めることができるよう、学校

教育及び社会教育におけるがんに関する教育の推進のために必要な施策を講ずるものと

する。」というがんに関する教育の推進についての文言が新たに記載された。また、政府

が策定するがん対策推進基本計画では、「がん患者を含めた国民が、がんを知り、がんの

克服を目指す。」ことを目標としている。さらに、学習指導要領の改訂に伴い、中学校及

び高等学校の保健体育科において、がんについても取り扱うこととされた。 

このような状況を踏まえ、新学習指導要領に対応したがん教育の確実な実施に向けた

取組の充実及び外部講師の活用を図るための体制を整備していく必要がある。 

そこで、本県では、学校におけるがん教育の推進を図るため、文部科学省委託「がん

教育総合支援事業」を実施する。 

本事業の実施により、子供たちが健康と命の大切さについて学ぶことを通して、自ら

の健康を適切に管理し改善していく資質・能力を育成するとともに、がんに対する正し

い知識とがん患者への正しい理解及び命の大切さに対する認識の深化を図る。 

 

２ 事業内容  

（１）がん教育推進連絡協議会の開催 

（２）がん教育指導者研修会の開催 

（３）がん教育授業研究会の開催 

 

３ 実施内容 

（１）連絡協議会について（年２回開催） 

   がん教育の推進を図るため、学識経験者や医療関係者等で構成される「がん教育推

進連絡協議会」を設置し、「がん教育推進計画」の作成等に対し指導・助言を行うとと

もに、事業成果の検証を行う。 

 ア 第１回協議会（がん教育推進計画の検討・決定） 

    日時 令和３年７月１６日（金）午後２時３０分～ 知事公館 

   ○「がん教育推進連絡協議会」について 

   ○「がん教育指導者研修会」について  

   ○「がん教育授業研究会」について  

   ○外部講師の活用について 

   イ 第２回協議会（がん教育推進計画の事業報告・成果の検証） 

    日時 令和４年１月１４日（金）午後２時３０分～ Zoomによるオンライン開催 

   ○「がん教育指導者研修会」について  

   ○「がん教育授業研究会」について 

   ○ 成果の検証 

※ がん教育推進連絡協議会に報告された実施結果を冊子にまとめ、県内の市町村教 

  育委員会、県立学校等へ配布 

（２）がん教育指導者研修会について 

   教職員及び外部講師等を対象に、がんの正しい知識や理解を図ること及び指導方法
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等を充実させることを目的として「がん教育指導者研修会」を開催する。がん教育を

実施する上での留意事項等の行政説明、実践者による発表、有識者による講演、質疑

等を通して、教職員及び外部講師等の資質向上を図る。 

  ア 日 時  令和３年９月１５日（水）午後１時１５分～午後４時３０分 

   イ 会 場  Ｚｏｏｍによるオンライン開催 

   ウ 対 象  県内公立小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校の教          

職員、市町村教育委員会指導主事、外部講師関係者 

   エ 内 容 

   （ア）行政説明 県教育局県立学校部保健体育課 

   （イ）実践発表 令和２年度モデル校 

           小学校実践校  上里町立長幡小学校  小久保幹則 校長 

                   上里町立七本木小学校 矢内 里美 教諭 

                   （元上里町立長幡小学校） 

           中学校実践校  川口市立戸塚中学校  川俣 泰幸 教諭 

           高等学校実践校 県立栗橋北彩高等学校 黒﨑 直樹 教諭 

    （ウ）講 演 「学校におけるがん教育の推進 

                    ～新学習指導要領の考え方を踏まえて～」 

           講師  国立大学法人筑波大学 名誉教授 野津 有司 氏 

（３）がん教育授業研究会について 

   小学校、中学校及び高等学校において、授業公開による授業モデルの普及及び研究

協議における効果的な指導方法についての検討を目的とした「がん教育授業研究会」

を開催する。 

   内容の取扱いについては、各学校種の発達の段階に応じたものとし、中学校及び高

等学校においては、新学習指導要領（保健体育科）に対応したものとする。 

   ※指導内容   ア がんとは、がんの要因 

           イ がんの種類とその経過 

           ウ 我が国のがんの状況 

           エ がんの予防 

           オ がんの早期発見・がん検診 

           カ がんの治療法 

           キ がん治療における緩和ケア 

           ク がん患者の生活の質 

           ケ がん患者への理解と共生 

   ※研究協議テーマ 「がんに関する指導の充実を図るための工夫について」 

  ア 小学校授業研究会 

  （ア） 日 時  令和３年１１月３０日（火）午後１時１５分～午後４時３０分 

  （イ） 参加者  県内公立小学校教職員等 

  （ウ） 会 場  草加市立八幡小学校 

  （エ） 授業者  佐藤 優樹 教諭（Ｔ１） 

           儀賀 理暁 教授（Ｔ２） 

           （埼玉医科大学総合医療センター） 

  （オ） 題 材  特別活動「健康な生活と命の大切さ」 

           学級活動 

           （２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 
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            イ よりよい人間関係の形成 

            ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

  イ 中学校授業研究会 

  （ア） 日 時  令和３年１０月２６日（火）午後１時３０分～午後４時１５分 

  （イ） 参加者  会場校教職員等 

  （ウ） 会 場  加須市立加須平成中学校 

  （エ） 授業者  澁谷 裕貴 教諭 

  （オ） 単 元  保健体育（保健分野） 

           （１） 健康な生活と疾病の予防」 

           （ウ） 生活習慣病などの予防 

  ウ 高等学校授業研究会 

  （ア） 日 時  令和３年１１月１２日（金）午後１時３０分～午後４時３０分 

  （イ） 参加者  県内公立高等学校及び特別支援学校の教職員 

  （ウ） 会 場  県立北本高等学校 

  （エ） 授業者  川尻 鈴ノ介 教諭 

  （オ） 単 元  保健体育（科目保健） 

           （１） 現代社会と健康 

           （ウ） 生活習慣病などの予防と回復 

（４）効果的な指導方法の実践研究 

  ・発達の段階に応じた効果的ながん教育を行うための指導方法の実践研究 

   （「がん教育」における小・中・高の系統的な保健教育の実践研究を行う。） 

【構造化された授業の提案】 

・学習内容の明確化（１時間に何を学ばせるのか、何を学んだのかが明らかな 授業） 

・基本的・基礎的な内容を理解させるための学習活動の工夫 

・主体的に学習に取り組ませるための教材の工夫  

  ・教科等横断的ながん教育の提案 

  ・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 

４ 他部局との連携 

  保健医療部疾病対策課と連携を図り、外部講師の積極的な活用へ向けた取組を行う。 

（１）がん教育における外部講師の活用に係る事業（「がん教育出前講座」等）の学校への

周知等を行い、外部講師の活用を促進する。 

（２）がん教育外部指導者研修会を開催し、外部講師等の資質向上を図る。（予定） 

  ア 日 時  令和４年２月３日（木）午後６時３０分～午後８時３０分まで 

  イ 会 場  ハイブリット方式（埼玉会館ラウンジ又はＷｅｂ視聴） 

  ウ 参加者  医療従事者、がん経験者等 

         教育関係者（市町村教育委員会担当者等） 

  エ 内 容   

  （ア）行政説明① 県教育局県立学校部保健体育課 

  （イ）行政説明② 県保健医療部疾病対策課 

  （ウ）講  義① 「外部講師によるがん教育について」 

            講師：埼玉医科大学総合医療センター教授 儀賀 理暁 氏 

     講  義② 「外部講師に求められること」 

            講師：ＮＰＯ法人がんサポートかごしま 理事長 三好 綾 氏 
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  （エ）質 疑 応 答 

 

５ 医療機関との連携 

  埼玉医科大学総合医療センター主催「ＳＭＣがん教育セミナー」の後援 

   ア 日 時  令和３年８月３日（火）午後１時００分～午後４時４５分 

   イ 会 場  Ｚｏｏｍによるオンライン開催 

   ウ 内 容   

   （ア）基調講演① 県教育局県立学校部保健体育課指導主事 咲間 悟 氏 

   （イ）基調講演② ＮＰＯ法人くまがやピンクリボンの会代表理事 栗原和江 氏 

   （ウ）基調講演③ 聖 マ リ ア ン ナ 医 科 大 学 客 員 教 授 林 和彦 氏 

   （エ）鼎   談 「がん教育」の“かぎかっこ”がなくなる日 

            咲間 悟 氏・栗原 和江 氏・林 和彦 氏 

            司会：儀賀 理暁 氏 

   （オ）質 疑 応 答 

 

６ 事業の成果 

   学校におけるがん教育の推進を図るためには、新学習指導要領に対応したがん教育の

確実な実施に向けた取組の充実及び外部講師の活用を図るための体制の整備などが必要

であることから、学識経験者や医療関係者等を含めた「がん教育推進連絡協議会」を設

置し、「がん教育推進計画」の作成等に対し指導・助言をいただいた。策定した計画に基

づく各種の取組を実施することにより、学校における効果的ながん教育の在り方などに

ついて、県内への啓発を図ることができた。 

 (１) 「 がん教育 」指導者研修会 

  ア がんに関する指導に携わる教職員及び外部講師等を対象に、がんの正しい知識や

理解を深めること、及び学校におけるがん教育の指導の充実を図るための研修会を

実施したことにより、がん教育の必要性の理解が進むとともに、実践事例や指導教

材等の普及啓発ができた。 

  イ 行政説明において、学校におけるがんに関する内容の教育課程への位置付けの例

を挙げるなど、学校におけるがん教育の具体的な方向性を示すことができた。 

  ウ 筑波大学名誉教授 野津 有司氏による講演「学校におけるがん教育の推進～新

学習指導要領の考え方を踏まえて～」により、新学習指導要領に基づくがん教育を

はじめとする保健教育の効果的な指導方法など授業づくりの考え方、進め方につい

て理解を深めることができた。 

（２）授業研究会について  

  ア 新型コロナウイルス感染症の影響により、授業検討委員会の実施は叶わなかった

が、授業者及び関係の指導者が授業計画段階から綿密に打ち合わせや検討を重ねた

ことにより、各学校種の発達段階に応じた効果的な指導方法の提案ができた。また、

公開授業による実践を踏まえた充実した研究協議を行うことができた。 

  イ 高等学校モデル校において、来年度からの年次進行実施を見据え、新学習指導要

領を踏まえた授業内容を検討し、実践したことにより、各学校において参考となる

学習指導案及びワークシートを作成することができた。 

  ウ 文部科学省作成の指導教材参考資料を活用した授業展開を検討し、普及・推進   

を図ることができた。 

  エ 小学校のモデル校では、体育科・道徳科・総合的な学習の時間・特別活動の教科

等横断的な取組を実施。公開授業では、学級活動（２）において「病気の予防や望
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ましい生活習慣の確立」及び「自他の健康や命、人との関わりを大切にし、共に生

きていく態度」について意思決定する内容で教師と外部講師（がん専門医）による

Ｔ・Ｔ（ティーム・ティーチング）による指導方法の工夫を取り入れることにより、

児童は自分事として捉えるとともに、具体的な意思決定をすることができた。 

  オ 中学校のモデル校では、保健体育科保健分野において、身近な生活における「運

動・食事・休養及び睡眠・歯みがき」とがんの関係を班に分かれてＩＣＴ機器を活

用して調べ、その内容を全体で共有した後、生徒一人一人が「がんの予防に向けて、

今そしてこれからの自分にできることはなんだろう」に対する具体的な生活習慣の

改善や行動目標を決定する授業を実施した。予防行動に関する具体的な内容に加え

て、情報リテラシーに関わる内容も盛り込まれた授業で、生徒の現愛及び将来の健

康の保持増進向けた実践につながる内容であった。 

  カ 高等学校のモデル校では、保健体育科科目保健の授業を実施した。各班に違った

資料を分析させ、全体で共有する中で各資料を結び付けて考えさせる、知識構成型

ジグソー法の要素を取り入れた、思考力・判断力・表現力を重視した学習活動によ

り生徒の理解を深めることができた。また、「どうすればがん検診の受診率を上げる

ことができるか」という、習得した知識を活用する学習活動にも取り組むなど、が

んを題材として、社会的な取組も含めた高校生の発達の段階に応じた総合的な理解

を深めることができた。 

 （３）外部機関・外部講師との連携について  

  ア  医療機関との連携で、埼玉医科大学総合医療センター 教授 儀賀理暁 氏が実

施する、｢がん教育セミナー｣では、医療関係者と教育関係者が共に研修を行ったこ

とで、各々の取組内容を情報共有でき、効果的な指導法や連携の仕方を考える機会

となった。 

  イ 小学校の授業研究会において、教師と外部講師（がん専門医）とのＴ・Ｔによる

指導を実施し、オンラインコミュニケーションツールを活用した事前打ち合わせに

よる学校と外部講師の共通理解のメリット、インタビュー形式による効果的な授業

展開など、外部講師と連携したがん教育の今後の一層の推進につながる提案ができ

た。 

 

 ７ 課題 

（１）各学校の教育課程への位置付けの明確化 

  ア がん教育について明記された新学習指導要領について、令和３年度には中学校に

おいて全面実施され、令和４年度には高等学校において年次進行で実施されること

から、各学校種において新学習指導要領に対応したがん教育を効果的に実施できる

よう周知していく。また、学習指導要領に位置付けのない小学校についても、がん

を題材とした保健教育を実施するよう周知していく。 

    イ がん教育の目標を達成するためには、保健の授業でがんに対する正しい知識を身

に付けさせ、関連教科等を通じて、健康と命の大切さ、がん患者への正しい理解に

ついて学習していくことが必要である。体育・保健体育の授業を中核に他の教育活

動と連携した指導について、モデルとなる取組を継続して提案していくことが課題

である。 

  ウ  小・中・高の系統性を踏まえた指導計画の作成を研究していく。 

（２）外部講師の活用について 

  ア  保健医療部疾病対策課「がん教育出前講座」は、引き続き連携・協力していく。 
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  イ 外部講師の選定・依頼・派遣については、保健医療部疾病対策課と連携して、が

ん拠点病院・指定病院等の医師や、がん患者会、がん経験者等を学校に派遣できる

体制づくりを進めている。外部講師を対象とした研修会を開催するとともに、出前

講座や授業研究会への見学研修を実施し、外部講師のリストを作成していく。 

  ウ 外部講師の育成のため、学校教職員対象の「がん教育指導者研修会」の参加も促

していく。 

（３）研修会等の充実と普及・推進   

   ア 児童生徒にがんについての正しい知識を習得させるためにも、教職員ががん教育

についての理解を深める必要がある。そのためにも指導者研修会を充実させ、養護

教諭のみならず、保健体育科教諭等への研修会への積極的参加を呼びかけていく必

要がある。参考となる指導案や指導教材などを情報提供し、どの学校でもがん教育

を推進できる環境を整える必要がある。 

  イ  がん教育の取組を、県内各地に偏りなく各学校で実践していくために、モデル校

の選定を行い、がん教育指導者研修会や授業研究会の場を活用し、普及・推進して

いく｡  

 

８ 令和４年度の事業について 

（１）がん教育推進連絡協議会の実施 (継続） 

  ア 日 時 

   （ア）第１回 協議会 令和４年７月１２日（火）知事公館※予定 

   （イ）第２回 協議会 令和５年１月１１日（水）知事公館※予定 

  イ 内 容 

   （ア）本県のがん教育推進に向けた計画の検討  
   （イ）本県のがん教育に関する計画の検証・成果報告 
（２）がん教育指導者研修会の実施 （継続） 

   がんに関する指導を行う教職員の資質向上を図るため、研修会を実施していく。 

  ア 日 時 

     令和４年９月１３日（火）オンライン開催※予定 

   イ 内 容 

  （ア）行政説明  

   （イ）実践事例発表 

      （小学校） 草加市立八幡小学校 

      （中学校） 加須市立加須平成中学校 

      （高等学校）県立北本高等学校 
  （ウ）講  演  
     東海大学体育学部  教授  森 良一 氏 
      演題 「 未定 」 
（３）がん教育授業研究会の実施 （継続） 
  ア 指導内容について 

   （ア）がんについて正しく理解することができるようにする。 

    ・保健体育（保健教育）の充実を図る。 

    ・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた保健教育の授業改善を図る。 

  （イ）健康と命の大切さについて主体的に考えることができるようにする。 

    ・特別活動・道徳・総合的な学習の時間等、学校教育全体を通じて指導を行う。 

  （ウ）授業検討委員会を設置し、発達の段階を踏まえた指導すべき内容について、さ

らに検討を重ねるとともに、系統性を踏まえた指導計画を作成する。 
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  イ モデル校について 

    モデル校（市町村教育委員会）の選定については、東西南北の地域のバランスを

考慮し、実施していく。 
（４） 外部講師の活用について 

  ア 医師・がん経験者等を対象とした「埼玉県がん教育外部講師研修会」を開催する。

その際、外部講師による授業の映像を視聴するなど、より実践的な内容になるよう

工夫する。また、開催をオンラインで行うことについても検討する。 

  イ 学校から、がん教育の外部講師の派遣依頼があった場合については、県保健医療

部疾病対策課と連携して、がん拠点病院・指定病院等の医師や、がん患者会、がん

経験者等を学校に派遣できる体制づくりを整備する。また、現在疾病対策課で行っ

ている講師の選定について、部分的に拠点病院へ移行していくことを検討する。 

  ウ がん教育授業研究会において、小・中・高等学校のいずれかの校種で、公開授業

と外部講師による事後指導を組み合わせたモデル授業を実施する。 

  エ がん教育授業研究会や外部講師による事後指導について、がん拠点病院・指定病

院の医師や、がん患者会、がん経験者等が参加できるよう工夫する。 

 

（５）関係機関との連携 

   県教育委員会と医療機関が連携した研修会を次年度も計画していく。 

  ア 文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」を受託し、引き続きがん教育の推

進を図っていく。 

  イ がん教育推進連絡協議会は、今年度と同様２回開催し、本県のがん教育推進のた

めの計画、方向性、普及の仕方を検討し、各委員から指導・助言をいただくことで

推進を図っていく。なお、委員の人選については、各関係団体に依頼する。 
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文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 
 

令和３年度埼玉県がん教育指導者研修会開催要項（オンライン開催） 
 
１ 趣  旨 

日本人の死因の第１位であり国民の生命と健康にとって重大な問題であるがんについ
て、がんについての正しい知識やがん患者に対する理解が不十分であり課題であると指
摘されている。 

この課題の解決のためには、学校におけるがん教育により、子供たちが健康と命の大
切さについて学ぶことを通して、自らの健康を適切に管理し改善していく資質・能力を
育成するとともに、がんに対する正しい知識とがん患者への正しい理解及び命の大切さ
に対する認識の深化を図ることが必要である。 

学校におけるがん教育の充実を図るため、その必要性を十分理解し、学習指導の実践
研究、普及啓発が行われるよう研修会を開催する。 

 
２ 開催日時 

令和３年９月１５日（水） 午後１時１５分から午後４時３０分（接続：午後０時４５分～） 
 
３ 会  場 

Ｚｏｏｍによるオンライン開催（ライブ配信） 

  ※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催方法を変更。 
  ※参加方法については、別紙の「Ｚｏｏｍウェビナー参加マニュアル」を参照。 
 
４ 主  催 

埼玉県教育委員会 
 
５ 参加対象者 
（１）公立の小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校において、がん教育を

行う教員（体育科・保健体育科及び特別活動、道徳科等を担当する教職員） 
（２）公立の小・中学校、義務教育学校、高等学校、特別支援学校に勤務する管理職及び

教職員 
（３）市町村教育委員会の指導主事等 

（４）学校医等及び外部講師によるがん教育に関心のある方（医療従事者、がん経験者等） 
 
６ 日  程 ※閉会行事後にアンケートに回答していただきます。 
12:45 13:15 13:20     13:35           14:35  14:45              16:15 16:25 16:30 

接 
 
 
続 

開 
会 
行 
事 

 
行政説明 
１５分 

 
実践事例発表 

６０分 

 
休憩 
 
 

 
講 演 
９０分 

質
疑
応
答 

 閉 
 会 
 行 
 事 

 
７ 内  容 
（１）行政説明     教育局県立学校部保健体育課  指導主事 咲間 悟 
（２）実践事例発表 
  ・小学校指導事例  第６学年 特別活動(2) ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 
            「健康と命の大切さ」 
              上里町立長幡小学校   校  長 小久保 幹則 
              上里町立七本木小学校  教  諭 矢内 里美 
              （元 上里町立長幡小学校） 
  ・中学校指導事例  第２学年 保健体育（保健分野） 
            「健康な生活と疾病の予防」 （ウ）生活習慣病などの予防 
              川口市立戸塚中学校   教  諭 川俣 泰幸 
  ・高等学校指導事例 第１学年 保健体育（科目保健） 
            「現代社会と健康」イ 健康の保持増進と疾病の予防 
              県立栗橋北彩高等学校  教  諭 黒﨑 直樹 
（３）講 演 
   「学校におけるがん教育の推進 ～新学習指導要領の考え方を踏まえて～」 

       講 師  国立大学法人筑波大学 名誉教授  野津 有司 氏 

-8-



-9-



-10-



-11-



-12-



-13-



-14-



-15-



-16-



-17-



-18-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

-19-



 

 

 

 

 

 

 

 

-20-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-21-



 

-22-



 

 

 

-23-



-24-



文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

令和３年度埼玉県「がん教育」授業研究会(小学校)実施要項 

 

１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 

 

３ 期  日  令和３年１１月３０日（火） 

 

４ 会  場  草加市立八幡小学校   

〒３４０－０００６ 草加市八幡町６５番地 

         

５ 参加対象者  小学校教職員（教諭、養護教諭、保健主事等）、特別支援学校教職員        

及び指導主事等 ※会場校設置市（草加市）の中学校教職員 

６ 日  程 

（１）受  付 １２時５０分～        （ 体育館 ） 

（２）全 体 会 １３時１５分～１３時３５分  （ 体育館 ） 

（３）公開授業 １３時４５分～１４時３０分  （ 体育館 ） 

（４）研究協議 １４時５０分～１６時２０分  （ 体育館 ） 

 

７ 公開授業 ※学級担任と外部講師（がん専門医）によるＴＴ 

学年 授業者 題  材 

６年 

佐藤 優樹 教諭（Ｔ１） 

儀賀 理暁 教授（Ｔ２） 

（埼玉医科大学総合医療センター） 

特別活動「健康な生活と命の大切さ」 

学級活動（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

      ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の育成 

 

８ 指導者及び役員 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  課    長   松中 直司 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  主席指導主事   新井 克仁 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課  指 導 主 事   咲間  悟 

  埼 玉 県 教 育 局 南 部 教 育 事 務 所  指 導 主 事   熊田 大樹 

  草 加 市 教 育 委 員 会 指 導 課  課 長   山村 一晃 

  草 加 市 教 育 委 員 会 指 導 課  指 導 主 事   萩野 貴之 

 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 

  埼玉医科大学総合医療センター      教 授   儀賀 理暁 

  越 谷 市 立 大 沢 小 学 校      校 長   長井 圭子 

  深 谷 市 立 深 谷 西 小 学 校      教 諭   栗田  顕 

  所 沢 市 立 安 松 小 学 校      養 護 教 諭   小林 牧葉 
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第６学年１組 学級活動（総合的な学習の時間）指導案 

令和３年１１月３０日（火）第５校時 

場  所      体  育  館 

児 童 数          ３１名 

指 導 者      佐 藤 優 樹 

 

１ 題材名 「健康な生活と命の大切さ」（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

                     ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成 

２ 児童の実態と題材設定の理由 

（１）児童の実態 

   児童はこれまでに、体育科保健領域の「病気の予防」において、病気は、病原体、体の抵抗力、生

活行動、環境などが関わりあって起きること、また、その予防のために、適切な運動、食事、休養及

び睡眠をとることなどによって、体の抵抗力を高める必要性について学習してきた。そこで、「がん」

については、日本人の死因の第１位であるということについては学習しているが、がんの主な要因や

予防法など、詳しい内容には触れていない。 

   事前に実施したアンケートの結果から、健康な生活を送るためには、がんの学習が重要であると

考えている児童が多いことがわかる。また、「がんは進行すると、今まで通りの生活ができなくなっ

たり、命を失ったりすることがある。」という問いに９９％の児童が「正しい」と回答しているが、

「早期発見をすれば、がんは治りやすい。」という問いに８７％の児童が「正しい」と回答している

ことから、がんは死に至る怖い病気である一方、治る病気でもあると認識している児童が多いことが

わかる。しかし、「がんになっても生活の質を高めることができる。」という問いに「そう思う・どち

らかといえばそう思う」と回答した児童が３７％と低く、がんになった場合、悲観的（ネガティブ）

なイメージを持つ児童が多いと考えられる。 

本学級の児童は、道徳科の学習（生命尊重）を通して、人間の命の重さや生きることの尊さ，自分

自身や身の回りの人がよりよく生きるためにはどうすればよいかについて、一人一人が考えたり、話

し合ったりする活動を行った。本題材においても単元を通して、一人一人が「がん」を身近な問題と

して捉えるとともに、健康と命の大切さについて深く考え、主体的な行動につなげていくことが期待

できる。 

 

事前アンケートの結果 

（１）がんと聞いて、どんなことをイメージしますか。（記述式） 

 ・がんになってしまったら、亡くなる可能性が高い。 

 ・治らない病気で、最悪死んでしまう。 

 ・たばこや健康に悪い生活を送ることでがんにかかってしまう。 

 ・遺伝でがんになる可能性がある。 

 ・髪の毛が抜けて、かわいそう。 
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（２）がんについての以下の質問について、当てはまるものに○をつけましょう。 

 質問  
そう思う 

どちらかと
いえばそう
思う 

どちらかと
いえばそう
思わない 

 
思わない 

a がんの学習は、健康な生活を送るために重要だ。 93% 6% 1% 0% 

b がんの学習は、健康な生活を送るために役に立つ。 91% 8% 1% 0% 

（３）がんについての以下の質問について、当てはまるものに○をつけましょう。 

 質問 正しい 誤り 

a がんは誰もがかかる可能性のある病気である。 93% 7% 

b がんは進行すると、今まで通りの生活ができなくなったり、命を

失ったりすることがある。 

99% 1% 

c がんは日本人の死因の第２位である。 42% 58% 

d たばこを吸わないこと、バランスよく食事をすること,適度な運

動をすることなどによって、予防できるがんもある。 

94% 6% 

e 早期発見すれば、がんは治りやすい。 87% 13% 

f 体の調子が良い場合は、定期的に検診を受けなくても良い。 12% 88% 

g がんの治療法には手術治療しかない。 31% 69% 

h がんの痛みは我慢するしかない。 18% 82% 

（４）がんについての以下の質問について、当てはまるものに○をつけましょう。 

 
質問 

 
そう思う 

ど ち ら か
と い え ば
そう思う 

ど ち ら か
と い え ば
そ う 思 わ
ない 

 
思わない 

a 自分はがんにならないと思う。 9% 26% 25% 40% 

b 将来、たばこは吸わないでいようと思う。 86% 9% 2% 3% 

c 日頃から、バランスの良い食事や適度に運動を

行うなど健康な体づくりに取り組もうと思う。 

71% 23% 4% 2% 

d がん検診を受けられる年齢になったら、検診を

受けようと思う。 

73% 22% 5% 0% 

e がんの治療方法はいくつかあるが、医師が決め

るものである。 

33% 20% 28% 19% 

f がんになっても生活の質を高めることができ

る。 

23% 14% 40% 23% 

g がんになっている人も過ごしやすい世の中にし

たい。 

76% 10% 3% 1% 

h がんと健康について、まずは身近な家族から語

ろうと思う。 

56% 29% 9% 6% 

i 家族や身近な人が健康であってほしいと思う。 95% 5% 0% 0% 

j 長生きをするために、健康な体づくりに取り組

もうと思う。 

87% 11% 2% 0% 
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（２）題材設定の理由 

  １９８１年から現在まで日本人の死因の第１位はがんであり、２０１９年のデータによると男性の

２６．７％（４人に１人）、女性１７．８％（６人に１人）ががんで死亡している。また、一生のうち

がんと診断される確率（２０１８年データ）は、男性６５．０％、女性５０．２％に達しており、日本

人の２人に１人はがんにかかるといわれている。こうしたことから、がんは国民の生命と健康にとって

重大な問題であり、健康に関する国民の基礎的教養として身に付けておくべきものとなりつつある。 

  わが国では、がん対策基本法のもと、がん対策推進基本計画が策定されている。第３期計画（平成２

９年度～令和４年度）では、「健康については、子どもの頃から教育を受けることが重要であり、子ど

もが健康と命の大切さについて学び、自らの健康を適切に管理するとともに、がんに対する正しい知

識、がん患者への理解及び命の大切さに対する認識を深めることが大切である」ことが示されている。

また、「これらをより一層効果的なものとするため、医師やがん患者・経験者等の外部講師を活用し、

子どもに、がんの正しい知識やがん患者・経験者の声を伝えることが重要である」ことも示されてい

る。 

  このようなことから、学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、健康に対する関心をもち、が

んを正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるようになると考えた。そして、他の様々な病

気の予防や望ましい生活習慣の確立を含めた健康教育の充実を図る上でも意義のある内容であると捉

え、本題材を設定した。 

 

（３）本題材の指導 

  本題材では、児童に「がんについて正しく理解することができる」「健康と命の大切さについて主体

的に考えることができる」という２点について教科横断的な視点から、体育科保健領域、道徳科、総合

的な学習の時間、特別活動を通してこれからの社会を生きていくために必要な資質・能力を身に付けさ

せたいと考えている。がんに対する科学的根拠に基づいた理解については、学習指導要領に則り、中学

校及び高等学校で学習することを踏まえ、小学校段階では、がんに対する基礎的な知識（原因、予防、

早期発見、検診等）についての理解に絞って学習し、健康と命の大切さについて主体的に考える児童の

育成を目指す。また、家族にがん患者がいる児童や身近な人をがんで亡くしている児童がいることか

ら、養護教諭や学年の先生方と連携し、児童に対する配慮を慎重に行っていく。 

  また、学級担任とがん専門医（外部講師）によるティームティーチングによる指導方法の工夫によ

り、今回取り組むがん教育を一層効果的なものとしていく。外部講師と連携した授業の実施に当たって

は、事前の打ち合わせを十分に行うことにより、学校のニーズと外部講師の思いや考えについての共通

理解を図ることとする。 

  事後指導では、意思決定したことの実践と振り返りを行う。児童が目標実現に向けて取り組む姿を 

 認め、励まし、成果をあげることができるように指導する。 
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３ 評価規準 

（体育科保健領域） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①病気は、病原体、体の抵抗力、生活行

動、環境などが関わりあって起こる

ことについて理解したことを言った

り、書いたりしている。 

②病原体が主な要因となって起こる病

気の予防には、病原体について、発

生源をなくすこと、体に入るのを防

ぐことや体の抵抗力を高めておくこ

とが必要であることについて理解し

たことを言ったり、書いたりしてい

る。 

③生活行動が主な要因となって起こる

病気を予防するには、適切な運動や

食事、口腔の衛生を保つなど、健康

によい生活習慣を身につける必要が

あることについて理解したことを言

ったり、書いたりしている。 

①病気の原因について、病

原体、体の抵抗力、生活

行動、環境などの要因に

分類して考え、説明して

いる。 

②感染症の予防のために

考えたり選んだりした

方法がなぜ適切である

か、理由を挙げて説明し

ている。 

③生活行動が主な要因と

なって起こる病気の原

因となる生活習慣につ

いて考え、予防する方法

について理由を挙げて

説明している。 

①病気の起こり方について関心

をもち、課題の解決に向けた

学習活動に進んで取り組もう

としている。 

②病原体が主な要因となって起

こる病気の予防について、課

題の解決に向けての話し合い

や発表などの学習活動に、進

んで取り組もうとしている。 

③生活行動が主な要因となって

起こる病気に関心をもち、学

習したことをもとに自分の生

活を振り返るなど、進んで学

習活動に取り組もうとしてい

る。 

（道徳科） 

評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

命があることの喜びや可能性、命は多くの人の支

えの中で守られているなどの意義について、様々

な観点から考えている。 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで

深めている様子】 

自分の生活を振り返り、自分に命があることのあ

りがたさについて考え、自分のこれからの生き方

について考えを深めている。 

（総合的な学習の時間） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①がんの現状、原因、早期発

見の重要性、予防方法な

どについてがんの基本的

なことを理解している。 

②がんについて書かれた本

などの資料を調べること

を通して収集した情報を

取捨選択し、文章や図表

でまとめている。 

①がんに関する課題を解決するために

必要な情報を取捨選択しながら収集

している。 

②がんについて調べた情報を基に、友

達の考えと比較したり、文章や図表

で整理したり分析したりしている。 

③がんについて調べたり、まとめたり

したことを、相手に伝わるように工

夫して表現している。 

①自分や家族の健康の保持増

進のために進んでがんにつ

いて調べ、自分にできること

を考えようとしている。 

②自分と違う意見や考えのよ

さを生かしながら、友達と協

力して学び合おうとしてい

る。 
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（学級活動） 

よりよい生活や人間関係を 

築くための知識・技能 

集団の一員としての話合い活動や 

実践活動を通した思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

日常生活への自己の適応に関 

する諸課題の改善に向けて取 

り組むことの意義を理解し、健 

全な生活を送るための知識や 

行動の仕方を身に付けている。 

日常生活への自己の適応に関 

する諸課題を認識し、解決方法 

などについて話し合い、自分に 

合ったよりよい解決方法を意 

思決定して実践している。 

自己の生活をよりよくするために、

見通しをもったり振り返ったりし

ながら、自主的に課題解決に取り組

み、他者と信頼し合ってよりよい人

間関係を形成しようとしている。 

４ 事前の指導 

日付 主な活動 〇指導上の留意点 ☆評価の観点 

7 月下旬 ・アンケート調査 〇結果を集計・分析し、児童

の実態を把握する。 

 

９／１７ ・道徳科「命を見つめて」 〇家族や身近な人にがんで

亡くなった児童に対して

配慮を行う。 

 

９／５ 

～ 

１１／２６ 

・体育科（保健領域） 

 １／４～４／４時間 

・総合的な学習の時間 

 １／５～５／５時間 

・病気の起こり方や予防の

仕方、生活行動が主な要

因となって起こる病気に

ついて学習する。 

・がんについて調べ、まとめ

る。 

〇がんが死亡原因の１位で

あることを押さえる。 

〇がんの早期発見の重要性

や、治る場合もあること

を押さえる。 

☆がんについて正しく知る

ことで、病気を予防する

にはよい生活習慣を身に

付けることが大切だと理

解している。【知識・技能】 

☆自分や家族の健康の保持

増進のために進んでがん

について調べ、自分にで

きることを考えようとし

ている。 

【思考・判断・表現】 

 

５ 単元の指導と評価の計画 

（全１２時間 保健４時間＋道徳１時間＋総合的な学習の時間５時間＋学級活動１時間） 

 本時は〇印 

（保健領域） 

時 学習のねらい・活動 知 思 態 評価方法 

１ 

 

 

病

気

の

Ⅰねらい 

 〇病気は、病原体、体の抵抗力、生活のしかた、環境などが

関わり合って起こることを理解することができる。 

Ⅱ学習活動 

①かぜをひいた時、体にどんなことが起こるか、経験を振り

返る。 
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起

こ

り

方 

②どんな時にかぜをひくのか、自分や家族がかぜをひいた時

のことを思い出して、発表する。 

③児童から出てきた意見や、教科書の図表をもとに、かぜは

色々な原因が重なって起こることを整理する。 

④かぜ以外の病気の原因を、教科書を参考にして調べる。 

⑤どんな時に病気が起こるかを話し合う。 

⑥調べたり、話し合ったりしたことをもとにして、病気の起

こり方についてまとめる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

① 発表 

 

 

 

 

 

ワークシート 

２ 

 

 

感

染

症

の

予

防 

Ⅰねらい 

○病原体が主な要因となって起こる病気の予防には、病原体

について、発生源をなくすこと、体に入るのを防ぐことや

体の抵抗力を高めておくことが必要であることを理解す

ることができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①感染症の名称が書かれた一覧を見ながら、自分や身近な人    

  がかかったことがあるかチェックする。 

 ②インフルエンザやノロウイルスの感染経路について調べ、

身近な生活におけるリスクについて話し合う。 

 ③病原体にはたくさんの種類があり、感染経路や症状も様々

であることを知る。 

 ④感染症の予防について、知っていることを発表する。 

 ⑤参考事例の状況を読み取り、それぞれの対応の仕方につい

て考え、話し合う。 

 ⑥感染症の予防についてまとめる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

 

ワークシート 

３ 

 

 

生

活

Ⅰねらい 

 〇生活行動が主な要因となって起こる病気を予防するには、

適切な運動や食事など、健康によい生活習慣を身につける

必要があることについて理解することができる。 

Ⅱ学習活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導すべき内容 

・病気は、病原体、体の抵抗力、生活行動、環境などが関わ 

 り合って起こること 

 

指導すべき内容 

・病原体の感染経路を理解し、その予防のために、「病原体 

 をなくす」「病原体のうつる道筋を断ち切る」「体の抵抗力 

 を高める」などがあること 
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習

慣

病

の

予

防

① 

 ①自分の生活習慣を振り返り、課題を見つける。 

 ②死亡原因を示すグラフから、死因の上位を生活習慣に起因

する病気が占めていることを読み取る。 

 ③心臓病や脳卒中は、どのようにして起こるのかを調べる。 

 ④心臓病や脳卒中を予防するための健康によい生活習慣に

ついて、食事、運動などのそれぞれの観点でまとめる。 

 ⑤健康によい生活習慣について、自分がこれから実行してい

きたいことについて発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

発表 

４ 

 

 

生

活

習

慣

病

の

予

防

② 

Ⅰねらい 

 〇むし歯や歯周病を予防するためには、口の中を清潔にして

おくことなど望ましい生活習慣を身に付ける必要がある

ことを理解することができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①むし歯になったときの経験について発表する。 

 ②むし歯はどのようにして起こるのかを調べる。 

 ③歯周病はどのようにして起こるのかを調べる。 

 ④むし歯や歯周病を予防するためにはどうしたらよいか、生

活習慣の観点からまとめ、発表する。 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

③ 

  

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

発表 

（道徳科） 

時 学習のねらい・活動 評価の視点 

 Ⅰねらい 

 ○限りある生命だからこそ精いっぱい生きようと

する態度を養う。 

Ⅱ学習活動 

 ①生きるとは何かを考え、発表する。 

 ②「命を見つめて」を読み、病気やけがと闘ってい

る人の様子から感じたことについて話し合う。 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

命があることの喜びや可能性、命は多くの

人の支えの中で守られているなどの意義に

ついて、様々な観点から考えている。 

【道徳的に価値について理解を自分との関

わりで深めている様子】 

自分の生活を振り返り、自分に命があるこ

指導すべき内容 

・心臓病や脳卒中を予防するためには、食事、運動などに気

を配り、健康な生活習慣を身に付ける必要があること 

・日本人の死因の１位が「がん」であることや生活習慣が原

因となって「がん」にかかることがあること 

 

指導すべき内容 

・むし歯や歯周病を予防するには、口腔の衛生を保つなど 

 口の中を清潔にしておくことが必要であること 
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 ③主人公の生き方について感じたことや考えたこ

とをまとめ、話し合いを通じて命について考え

る。 

 ④病を乗り越え精いっぱい生きる人たちの生き方

について知る。 

 ⑤自分のこれからの生き方についてまとめる。 

とのありがたさについて考え、自分のこれ

からの生き方について考えを深めている。 

ノート・発表 

（総合的な学習の時間） 

時 学習のねらい・活動 知 思 態 評価方法 

１ 

が 

ん 

教 

育 

 

課 

題 

の 

設 

定 

 

Ⅰねらい 

 〇がんの現状、原因、早期発見の重要性、予防方法などにつ

いて、がんの基本的なことを理解することができる。 

 〇がんについて調べたいことを決め、学習計画を立てるこ

とができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①がんに関するアンケートの結果や児童の言葉から、がん

がどのような病気だと認識しているのかを確認する。 

 ②映像教材「がん博士の『がんについての基礎知識』」を視

聴し、がんは治る場合もある病気だということを理解す

るとともに、予防や早期発見が重要であることを知る。 

 ③映像教材「がんと生きる」を視聴し、生きることや、生き

ていく上で大切なことについて考え、発表する。 

 ④グループごとにがんについて調べたいことを決めて、学

習計画を立てる。 

  ※調べる項目例 ・日本のがんの現状 ・原因 ・予防法 

          ・検診（早期発見） ・がんになった人

やその家族の思いについてなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

発表 

２ 

・ 

３ 

が 

ん 

教 

育 

Ⅰねらい 

 〇課題を解決するために、がんに関する必要な情報を取捨

選択しながら収集することができる。 

〇自分と違う意見や考えのよさを生かしながら、友達と協

力して学び合うことができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①本や資料、インターネットなどを活用し、調べたいこと

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

指導すべき内容 

・がんは治る場合もある病気であるとともに、予防や早期

発見が重要であること 

・自分や大切な人ががんになったとき、自分にもできるこ

とがあること 
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情 

報 

の 

収 

集 

（原因・予防・早期発見・検診・がんになった人やその家

族の思いなど）について調べる。 

 ②調べていて疑問に思ったことをまとめ、外部講師に質問

する項目を考える。 

 

 

 

４ 

・ 

５ 

が 

ん 

教 

育 

 

整 

理 

・ 

分 

析 

Ⅰねらい 

 〇がんについて調べたり、まとめたりしたことを、相手に

伝わるように工夫して表現することができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①グループごとに情報を精査し、自分たちが伝えたいこと   

  を考える。 

 ②調べたことをスライドにまとめる。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

② 

 

③ 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

観察 

 

スライド 

ワークシート 

 

（学級活動） 

時 学習のねらい・活動 知 思 態 評価方法 

① 

 

 

本 

時 

Ⅰねらい 

〇がんについて理解し、健康と命の大切さについて考え、自

分が取り組む行動目標を決めることができる。 

Ⅱ学習活動 

 ①がんをとりまく状況やがんに対するアンケートの結果か

ら、がんに対するイメージを確認する。 

 ②総合の学習でがんについて班ごとに調べたことを発表し

合う。 

 ③外部講師の話を聞く。 

 ④健康な生活を送るための具体的な行動内容を、「行動決意

シート」に書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

発表 

ワークシート 

 

発表 

ワークシート 

 

 

指導すべき内容 

・自分自身や身近な人の健康、及び人との関りについて、 

生涯を通じて取り組んでいくことを考えることができる 

指導すべき内容 

・調べた情報の取捨選択（正しい情報の獲得） 

指導すべき内容 

・分かりやすく伝えるためのまとめ方の工夫 

・自分や大切な人ががんになったとき、自分にもできるこ 

 とがあるということ 
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６ 本時の学習と指導（１／１） 

（１）ねらい 

   がんについて理解し、健康と命の大切さについて考え、自分が取り組む行動目標を決めることが

できるようにする。 

（２）展開 

時間 児童の学習内容・活動 〇指導上の留意点 ◆評価【評価方法】  

★草加っ子の学びを支える授業の５か条との関連 

資料等 

導
入
（
つ
か
む
） 

３
分 

１ がんをとりまく状況やがんに対

するアンケートの結果から、がんに

対するイメージを確認する。 

 ・がんをとりまく状況 

 ・がんに対する児童のイメージ 

２ 本時のねらいを知る。 

 

 

 

〇アンケート結果を活用することで、

がんをとりまく状況や課題がわか

り、児童にとって自分自身の問題で

あることを意識できるようにする。 

★第１条「学習の目標（めあて）を明ら

かにする」 

 

グラフ 

アンケート結果 

ＩＣＴ機器 

展
開
（
さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る
）
３
５
分 

３ それぞれのグループで調べたこ

とを発表する。 

 

 

 

 

４ 外部講師の話を聞く。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

〇発表を聞きながらメモをとり、がん

についての理解を図る。 

◆発表を聞き、がんの基礎知識を理解

している。【ワークシート方法】 

 

 

〇外部講師の話に教師・児童が関り、

三者の対話を通して理解を深める。 

○項目ごとにメモを取る時間を確保す

る。 

◆外部講師の話を聞き、がんという病

気やその患者との関り方を理解してい

る。【ワークシート方法】 

タブレット 

ワークシート 

 

終 

末 

 

決 

め 

る 

５ 健康な生活を送るための具体的

な行動内容を、「行動決意シート」

に書く。 

児童の反応例 

・毎日外遊びをしたり、朝のウォ

ーキングをしたりして、健康

★第２条「児童が自分で考える時間を

設ける」 

〇自分自身だけではなく、身近な人が

健康な生活を送るために必要なこと

を意識できるようにする。 

★第４条「学んだことを活用する場を

ワークシート 

がんを知り、自分にできることは何だろう。 

話の項目 

○病気について 

①健康・生活習慣 

②検診 

○人との関り 

③がんを宣告された人の思い 

④患者さんとの関りの中で大切に

していること 

テーマ 

・治療法 ・検診 ・予防法 

・がんになった人やその家族

の思い       など 
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７ 

分 

な体作りをしていく 

・もしも、身近な人ががんや他の

病気になったら、自分が支え

る存在になる 

６ 「行動決意シート」を友達同士で

伝え合う。 

 

 

７ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

設ける」 

◆これまでに学習したことや、外部講

師の話から、自他の健康のためにで

きることを決定している。【ワークシ

ート】 

★第３条「児童が表現と交流する場を

設ける」 

〇数名が発表し、目標の修正や実践の

参考にできるようにする。  

★第５条「学習のまとめと振り返りの

時間を設ける」 

◆自他の健康と命の大切さについて主

体的に考えている。【発言】 

（３）板書計画 

７ 事後指導 

主な活動 〇指導上の留意点 ☆評価の観点 

・「行動決意シート」の振り返

りを行う。 

・友達同士で取り組みを確認

し、励まし合うことで実践

の継続を図るようにする。 

〇事後に振り返る機会を設定し、 実践化に

向けて継続した取組になるように助言す

る。 

〇自分だけではなく、身近な人の生活行動や

意識が向上した児童の意見を取り上げる。 

☆健康な生活を送るため

に自分で考えた具体的

な実践方法について、

進んで取り組んでい

る。【思考・判断・表現】 

 

 
がんを知り、自分にできることは何だろう。 

◎がんをとりまく状況 

・日本人の二人に一人がが

んになる。 

・死亡原因が１位 

◎がんに対するイメージ 

・治らない病気で、最悪死

亡する。 

・健康に悪い生活を送ると

がんにかかってしまう。 

さぐる・見つける（情報の共有） 

・治療法  

・検診 

・予防法  

 ・家族の思い 

◎外部講師の話 

○病気について 

①健康・生活習慣 

②検診 

○人との関り 

③がんを宣告された人の思い 

④患者さんとの関りの中で大切に

していること 

 

決める（自己決定） 

◎自分にできることを考えよう 

行動決意シート 

つかむ（現状把握） 

①児童の振り返り 

②外部講師からのメッセージ 

③教師からのメッセージ 
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文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

令和３年度埼玉県「がん教育」授業研究会(中学校)実施要項 

 

１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 

 

３ 期  日  令和３年１０月２６日（火） 

 

４ 会  場  加須市立加須平成中学校 

        加須市大字南大桑１８６０番地 

         

 

５ 参加対象者  がん教育推進連絡協議会委員、加須市教育委員会指導主事、埼玉県教育

委員会指導主事、会場校の教職員 

６ 日  程 

（１）受  付 １３時１５分～        （ 体育アリーナ玄関 ） 

（２）開会行事 １３時３０分～１３時４５分  （ ミーティングルーム ） 

（３）公開授業 １４時００分～１４時５０分  （ 国語 A（２－１）教室） 

（４）研究協議 １５時１５分～１６時１５分  （ ＰＣ室 ） 

 

７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

２年  澁谷 裕貴 教諭 

保健体育（保健分野） 

「（１）健康な生活と疾病の予防」 

   (ｳ) 生活習慣病などの予防 

 

８ 指導者及び役員 

  埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   咲間  悟 

  埼 玉 県 教 育 局 東 部 教 育 事 務 所    指 導 主 事   木下 隆弘 

  加須市教育委員会学校教育部学校教育課    指 導 主 事   髙橋 一也 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部    准   教   授   七木田文彦 

  埼 玉 医科 大 学 総 合 医 療セ ン タ ー    教      授   儀賀 理暁 
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文部科学省委託事業「がん教育総合支援事業」 

令和３年度埼玉県「がん教育」授業研究会（高等学校）実施要項  

 

１ 趣 旨 

日本人の死亡原因として最も多いがんについて、がんそのものの理解やがん患者に対

する正しい認識を深める教育は不十分であり課題であると指摘されている。 

この課題解決のためには、児童生徒が学校教育を通じてがんについて学ぶことにより、

健康に対する関心をもち、正しく理解し、適切な態度や行動をとることができるように

指導することが必要である。 

そこで、学校におけるがんに関する指導の充実を図るため、発達の段階に応じた適切

な指導が実施されるよう、授業研究会を開催し、研究協議を行う。 

 

２ 主  催  埼玉県教育委員会 

 

３ 期  日  令和３年１１月１２日（金） 

 

４ 会  場  県立北本高等学校  北本市古市場１－１５２ 

        ※駐車場がありません。公共交通機関で来校願います。 

       ※会場案内参照 

 

５ 参加対象  高等学校・特別支援学校教職員（保健体育科、養護教諭、保健主事等） 

       

６ 日  程  

（１）受  付 １３時００分～       （Ａ棟１Ｆ被服室） 

（２）公開授業 １３時３０分～１４時２０分 （Ｂ棟５Ｆ視聴覚室） 

（３）全 体 会 １４時３０分～１４時４５分 （Ａ棟１Ｆ被服室） 

（４）研究協議 １４時４５分～１６時３０分 （Ａ棟１Ｆ被服室） 

 

７ 公開授業 

学年 授業者 単元名 

１年 川尻 鈴ノ介 教諭 

保健体育科（科目保健） 

「（１）現代社会と健康」 

   （ウ）生活習慣病などの予防と回復 

 

８ 指導者及び役員 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    課    長   松中 直司 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    主任指導主事   遠井  学 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課    指 導 主 事   咲間  悟 

 

    埼 玉 大 学 教 育 学 部      准 教 授   七木田文彦 

  埼玉医科大学総合医療センター      教 授   儀賀 理暁 
  県 立 新 座 高 等 学 校      教     諭   大屋 将人 

  県 立 杉 戸 高 等 学 校      養 護 教 諭   米本 真弓 

  県立けやき特別支援学 校      養 護 教 諭   川端 奏子 
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令和３年度埼玉県がん教育推進連絡協議会 設置要綱 

 

（設置） 

第１条 学校におけるがん教育の充実を図るため、「がん教育推進連絡協議会」（以下「協

議会」という。）を設置する。 

 

（事業） 

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事業を所掌する。   

（1）がん教育総合支援事業を推進するための支援体制の協議、検討 

（2）がん教育総合支援事業を推進するために係るその他の取組 

  

（組織） 

第３条 協議会は、別表に掲げる委員をもって構成する。 

２ 協議会に委員長を置き、埼玉県教育局県立学校部保健体育課長をもって充てる。 

３ 協議会に副委員長を置き、委員の中から互選する。 

 

（運営） 

第４条 委員長は、協議会を総括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

   

（任期） 

第５条 委員の任期は、令和４年２月２８日までとする。 

 

（会議） 

第６条 委員長は、協議会を招集し、議長を務めるものとする。 

２ 委員長が必要と認めるときは、別表に掲げる者以外の県及び市町村等、関係機関の職

員の出席を要請することができる。 

 

（事務局） 

第７条 協議会は、会務を処理するために、事務局を埼玉県教育局県立学校部保健体育課

内に置く。 

 

（経費） 

第８条 協議会の経費は文部科学省から交付される委託経費をもって充てる。 

 

（その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定めるものとする。 

 

附 則 

 この要綱は、令和３年６月１５日から施行する。 
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別 表（第３条関係） 委員 

 

学識経験者 

医師 

がん経験者 

疾病対策課副課長 

校長 

教諭 

養護教諭 

市町村教育委員会指導主事 

保健体育課長 

保健体育課主席指導主事 
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